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教室 内で飼育可能 な小動物 を用い た教材化
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1　 目　 的

　 平成 20 年度 に改正 され た教育基本法で は、

「生命を尊び 、自然を大切 に し、環 境の 保全

に寄与す る態度 を養 う こ と」 と教育の 目標が

示 され た 。 また、それ を受け て 改訂 され た生

活科や 理科 の 学習指導要領で は、動物を長期

的に飼育す る こ とや、教科 の 指導に役立 て る

こ とが示 され た 。 子 どもを取 り巻 く環境 の 変

化に よ り、子 どもが 自然や 生物 と触 れ合 う機

会が減 っ て い る こ とか ら 、 学校内で の 飼育活

動が ますます重 要視 され る よ うになっ た。そ

の よ うな現状の 中、島根大 学教育学部 の 初等

理科ゼ ミ で は 、教育研 究 の テ
ー

マ と して小動

物の 長期的 な飼 育活動 を行 っ て い る。こ れ は、

生徒 ・児童 へ の 教育効果 とと もに教師 と生徒

の 距離を縮 め、学級活動や学校 の 活動を よ り

良い もの とす る効果が期待 され る 。

　 今回 の 発 表で は 、島根大 学教育学部 の 初等

理科ゼ ミ で 大学生 が実践 して い る飼育活 動 の

実際を紹介す る とともに 、多角的な視点か ら、

ま た様 々 な生 き物 ・動物 ・植物 につ い て の 飼

育上 の 方策 にっ い て ま とめ る。

2 　 初等理 科ゼ ミ で の 飼 育活動 の 実際

　現在 8 割以上 の 小 学校 で飼育活動が 行われ

て い る とい う報告が ある （Benesse 　 2011 ＞。 し

か し、ほ とん どの 場合 、 飼育舎で の 飼 育が 中

心 とな り、子 どもが動物 と触れ 合 い に くい 現

状が あ る こ とや 、長 期休業 の 際の 世話など、

飼育を取 り巻 く教育上 の 課題 は多い 。

　本研 究 ・活 動 で は、小 動物 を教室 で 長期的

に 飼 育し、子 どもた ちが 、よ り 「動物を飼 い

育て る 」 とい う実感 を持 ち、動物 と触れ 合 う

こ とが で き るよ うな教材 の 開発 や活動の 提案

を行 う。 また 、 様 々 な視点 の うち理 科的な視

点に 重 点 をお い た 。

　現在 、 飼育 して い る主な小動物 ・昆虫は 、

うさぎ、ハ ム ス タ
ー、ハ リネズ ミ、め だか 、

ドジ ョ ウ、い も り、カ ブ トム シ 、ク ワ ガ タ ム

シ で ある。当ゼ ミ で はそれぞれの 動物 ・昆虫

ご とに主 な飼育担当を決め て 長期的な世話を

行 っ て る。

3 　 動物 の 成長 を記録 す る と い う活動

　青木 （2013）は 、初等理 科ゼ ミ で の飼育活 動

の
一

環 と し て ハ ム ス ターを 用 い て そ の 教育効

果 と方法に つ い て 提言 し た。そ れ に よ る と、

動物 の 日々 の 世話 を生徒 ・児童が共同で 行 う

こ とに よ り、生徒 ・児童の 「命 の 大切 さの 認

識 」 を高める効果が ある と ともに、理 科的に

は体重の 変化や、日々 の動物の 観察 ・行動記

録 を とる こ と に よ り、動物 が成長 して い る と

い うこ との 「実感」 を学ぶ こ とに つ なが る こ

とを示 し た。

　今回 の 報告 は 、青木 （2013）の 成果 を基礎 に 、

新 た に 飼育 ・観察 を行 っ て い る そ の 他の 動 物

にっ い て の 飼育上 の 特性や実際 の 学校 ・教室

内で の 教材 と し て の 可能性や 効果 につ い て ま

とめ た。
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